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第　 1　問

f(x) = x4 + 2x2 − 4x+ 8とする。

(1) (x2 + t)2 − f(x) = (px+ q)2 が xの恒等式となるような整数 t，p，q の値を一組
求めよ。

(2) (1)で求めた t，p，qの値を用いて方程式 (x2 + t)2 = (px+ q)2 を解くことにより，
方程式 f(x) = 0の解をすべて求めよ。
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第　 2　問

座標空間において，原点 Oを通り方向ベクトル (cos θ, sin θ, 0)をもつ直線を Lθ とす
る。点 A(2, 0, 1)から直線 Lθ に下ろした垂線と Lθ との交点を Pθ とする。

(1) θが実数全体を動くとき，Pθ は xy 平面内の円周上を動くことを示し，その中心の
座標と半径を求めよ。

(2) θ が 0 ≦ θ < π
2
の範囲を動くとする。三角形 OAPθ の面積の最大値と，そのとき

の Pθ の座標を求めよ。
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